
平成 27 年度工学系ベビーシッター利用料等補助 
 

SoCCER: Support program of Child Care Expenses for Researchers in Engineering 

 

１．趣旨 

子どもを持つ工学系研究者（男女問わず）において，研究と育児の両立支援を目的とし

て，ベビーシッターや託児室の利用料等を補助する． 

出産または育児等を理由とした研究継続の断念や研究機会の減少は，研究者個々の問題

のみならず，所属する研究機関や研究分野，社会全体に対しても大きな損失となる．本支

援プログラムは 2013 年に発表された「東北大学における男女共同参画推進のための行動指

針」の「両立支援・環境整備」に基づいて工学系独自に行うものである． 

 

２．内容 

採択者へ上限 7万円を補助する． 

ただし，過去に本プログラムおよび全学のベビーシッター利用料等補助に採択されてい

る者については，予算状況等を考慮して上限額を減額することがある． 

 

（補助範囲） 

・平成 27 年 4月 1 日～平成 28 年 3 月 10 日の利用分とする． 

・主に研究，講義，学生指導，出張，学会参加などの研究と育児との両立を目的とした

ベビーシッター，託児施設，一時･延長保育などの利用に要する費用とする． 

・原則，シッター等による保育業務（送迎に係る交通費，早朝・夜間の割増料金含む）

に係る料金とし，家事代行等の附帯的な料金，入会金・年会費，キャンセル料等は補

助対象外とする． 

・本学学内保育施設の一時保育利用及び病後児保育室利用は，補助範囲外とする． 

 

３．申請資格 

本学工学系に所属する教員，技術職員（施設系技術職員を除く），ＰＤ（教育研究支援

者など）又は学生（博士課程後期 3 年の課程の学生に限る．）で、次の各号のいずれかに

該当するものとする． 

① 現に小学校 3 年生までの子の育児を行っている研究者（男女を問わない） 

② ２で定めた補助範囲の期間に出産・産後休暇より復職予定である女性研究者 

日常的に養育に専念できる者がいる場合は補助の対象外とする．ただし，その養育者

の入院や出産等，やむを得ない状況の場合は申請に鑑みて支援を行うことがある．自身

または配偶者が育児休暇を取得する場合，育児休暇期間内は補助の対象外とする． 

  当該年度の全学ベビーシッター利用料補助へ申請していることを原則とするが，特段



の理由により未申請の場合はその旨を考慮する．当該年度の全学ベビーシッター利用料

補助にすでに採択されている場合，ベビーシッター等の利用額が全学からの支援上限額

を上回り，支援が不足する見込みがある場合に申請することができる． 

 

４．申請方法 

別紙 1「平成 27 年度ベビーシッター利用料補助利用申請書」及び別紙 2「参考資料」各

１部を申請者の所属する事務室総務担当係で取りまとめの上，平成 27 年 5 月 11 日（月）

までに工学部総務課総務係へ提出すること． 

なお，未申請者において年度途中にあって緊急の理由により支援を必要とする場合，随

時，工学部総務課総務係担当へ相談すること． 

 

５．選考方法 

工学系男女共同参画委員会において審査を行い，補助対象者・補助額等を決定する．採

択日は平成 27年 5月末を予定． 

 

６．補助金の交付 

各月ごとの利用報告に基づいた後払いで補助金を交付する．利用者は、各月ごとに別

紙３「平成 27年度○月分ベビーシッター利用料等報告」を作成し、利用日・利用額が明

記された領収書を添付して工学部総務課総務係へ提出する．（提出期限：報告月の翌月１

０日までとし）例．平成２８年２月の利用分→平成２８年３月１０日まで，３月利用分は可能な限り

速やかに提出すること． 

内容確認後，補助金を本人指定の口座に振り込む． 

 

７．年度報告 

採択者は別途指定する方法により，報告書を作成すること． 

 

８．備考 

本プログラムは原則として年 1回（5月）の募集を予定しているが，予算の執行状況に

よっては募集回数・時期を変更する可能性がある． 

採択者は交流会やセミナーへの参加，アンケートの回答，取材等，工学系における男

女共同参画推進に係る依頼に可能な限り協力すること． 
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工学系 
ベビーシッター 
利用料等補助  

 育児を行っている研究者（男女問わず）に
研究と育児の両立支援を目的としたベビー
シッターや託児室の利用料等を補助します！ 

補助額：上限7万円/年 
申請資格：工学系に所属する教員，技術職員，ＰＤ，博士課程後期学生で， 
 ① 現に小学校3年生までの子の育児を行っている研究者（男女を問わない）   
 ② 上で定めた補助範囲の期間に出産・産後休暇より復職予定である女性研究者 
 

※ 学内保育施設の一時保育利用及び病後児保育室利用は補助範囲外です 
 
 

申請に際するお問い合わせ： 
 工学系女性研究者育成支援推進室 
  Web: http://alice.eng.tohoku.ac.jp/ 
  E-mail : alice_ohanashi@m.tohoku.ac.jp  
  TEL: 022－795－5040（内線 5040） 
 

東北大学工学系女性研究者育成支援推進室 




